
常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 総務常任委員会 

 

議 案 名 

議案第５０号 令和２年度宜野湾市一般会計補正予算（第６号）  

議案等の主な内容 

生活保護事業、新生児子育て応援給付金事業、公立学校情報機器整備事業等により 20 億

2,951 万 3,000 円を追加補正したい。 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

 本件における主な質疑内容として、公立学校情報機器整備事業における端末等の機器運用を

サポートする体制について質疑がなされ、それに対し、ＧＩＧＡスクール構想を実現するため

の技術的な支援として、端末の使用マニュアルの作成、研修会のサポートなどの初期対応や導

入支援をＧIＧＡスクールサポーターに委託し、今後、教育現場におけるＩＣＴ機器運用への支

援については既に配置されているＩＣＴ支援員が保守業者とともに行うことになるが、現在の

人員では不足が懸念されるため今後検討してまいりたいとの説明がございました。 

また、宜野湾海浜公園等指定管理者支援事業について、提出された資料によると海浜公園の

施設等利用料収益は、コロナ禍の影響により、前年度と比較して大幅な減収となっているが、

これにより指定管理者が施設を維持していくことが難しくなった場合の市の対応について質疑

がなされ、これに対し、今回の指定管理者への支援金 50 万円については、損失補償が目的では

なく、指定管理者に対する支援金であるとの説明があり、市が指定管理者に支払っている指定

管理料には人件費及び光熱水費をはじめとする施設を維持するための費用も含まれていること

から施設を維持していくことは可能と考えるとの答弁がなされております。 

表  決 

全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  



常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 総務常任委員会 

 

議 案 名 

議案第３号 令和２年度宜野湾市一般会計補正予算（第 11号） 

意見書第 24 号 米軍普天間飛行場周辺における住宅防音工事の築年数条件拡充に関する意見書 

議案等の主な内容 

基地返還跡地転用推進事業、生活保護事業及び要保護及び準要保護学用品費援助事業等によ

り 27 億 7,887 万円を減額補正したい。（議案第３号） 

米軍普天間飛行場周辺における住宅防音工事の対象となる築年数条件の拡充を求める意見書

を、防衛大臣、沖縄基地負担軽減担当大臣、沖縄及び北方対策担当大臣、沖縄防衛局長あてに

提出したい。（意見書第 24 号） 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

議案第３号における主な質疑内容として、要保護及び準要保護学用品費援助事業における

3,815 万 3,000 円の減について質疑がなされ、それに対し、新型コロナウイルス感染症の影響で

予定していた中学２年生の修学旅行が中止となったことによる補正減が主なものであり、次年

度は今回行けなかった学年と従来から予定していた学年の２学年での修学旅行を予定している

との説明がございました。 

また、普天間飛行場周辺放送受信障害対策事業における申告件数や申告が多かった地域につ

いて質疑がなされ、それに対し、令和３年３月１日時点で 469 件の申告があり、申告は市内全

域からあったが、特に滑走路の延長上にある野嵩や嘉数地域からの申告が多かったとの答弁が

ございました。 

なお、総務常任委員会における普天間飛行場に関する活動として、意見書第 24 号「米軍普天

間飛行場周辺における住宅防音工事の築年数条件拡充に関する意見書」（別紙資料参照）を令

和３年３月 26 日の本会議に提出し、同日可決されております。これは、普天間飛行場周辺にお

ける防音工事が 1983 年 9 月 10 日までに建設された住宅のみを対象としていることは著しく公

平性を欠くものであることから、それ以後に建設された住宅についても防音工事の対象とする

よう求める内容となっております。 

表  決 

議案第３号については、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。 

また、意見書第 24 号「米軍普天間飛行場周辺における住宅防音工事の築年数条件拡充に関す

る意見書」についても、令和３年３月 26日、沖縄防衛局長へ直接要請行動を行っております。

（別紙写真参照） 

 



意見書第 24 号についての総務常任委員会の要請行動 

 

令和３年３月 26日沖縄防衛局長へ要請 

 

 

 





常任委員会における審査内容の報告 

 

委員会名 総務常任委員会 

 

議 案 名 

議案第２４号 宜野湾市男女共同参画推進条例の制定について 

議案等の主な内容 

宜野湾市の男女共同参画に関する基本理念及び施策の基本的事項を定めるとともに市及び市

民等の責務を明らかにし、男女共同参画社会を実現するため条例を制定したい。 

審査内容（質疑応答、議員間討議） 

議案第 24号における主な質疑内容として、パブリックコメントの意見を受けての宜野湾市男

女共同参画会議における審議内容について質疑がなされ、それに対し、市民からは条例名、多

様性、ヘイトスピーチに関する意見が多く寄せられ、同会議においてもこれに関する議論が多

く上がった。それを踏まえ、より市民に分かりやすく、男女共同参画の推進を図れるよう議論

を重ねた上で今回の条例案の提出に至ったとの説明がございました。 

また、前回提案の条例案と比較して性的指向及び性自認という文言が削除されていることに

ついて質疑がなされ、これに対し、条例中に性別等という文言を記載しており、これは全ての

人が対象であることを示すものであるとの説明がなされております。さらに、市民全ての人が

個人として尊重される内容になっているかについて質疑がなされ、これに対し、条例の趣旨は

条例前文に記載しており、また、条例中第５条から第９条にかけて市、市民及び関係機関等の

責務が規定されている。制定後は条例内容の周知を行った上、男女共同参画を推進していただ

けるよう取り組んでまいりたいとの答弁がなされております。 

さらに委員からは、前回提案された条例と比較すると表題の「平等」等の文言が削除されて

いることについて指摘がなされ、要人の女性蔑視発言や我が国のジェンダーギャップ指数が 153

か国中 121 位と極めて低い状況にあることを考えると、男女平等の理念を推進するためにも条

例の表題等に「平等」の文言を記載すべきではないかとの意見がございました。 

表  決 

全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

 

 

 

 


